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 できあがったケーブルカー車両で、子どもたちはさ

っそく遊んでいた。磁石を車両の内部に入れた子ども

は、まず教室のホワイトボードや自分の机にくっつけ

て遊んでいた。「わぁー、先生、ホワイトボードにつ

いたよー！」本来はつかないはずの「紙の箱」が、あ

ちこちにくっつくのが、面白くて仕方ないのだ。 

 

 次に、線路の裏側から、ケーブルカーを動かす子ど

もが見られた。この子どもは「先生、見て見て、ちゃ

んとカーブを上手に進めたよ。」この「簡単な成功」

が子どもにとっては「大成功」なのだ。教師は、その

「嬉しさ」を共有してあげなくてはいけない。 

 

 

 「延長用線路」も使って

楽しむ子どもも多かった。

トンネルがあるのが面白い。

実際の高尾山ケーブルカー

にも、山頂駅近くにトンネ

ルがある。それを覚えてい

たのだろう。裏側から磁石

で動かすので、トンネルも

楽に通過できるのだ。 

 

 車両の内部に、棒磁石を入れた子どもは、回転せず

にスムーズに走行していた。このあと、友達と二人組

で、楽しんでいた。「先生、見て見て、ほら、途中で

ちゃんとすれ違えるんだよ！」・・・子どもたちは、

休み時間になっても、すっと楽しんでいた。 


